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屈閉山

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
〉

老後い明るくで築みんな

高
令
者
福
祉

作
業
に
つ
い
て

(市役所前公園で軽作業中の高令者たち)

市
で
は
今
年
か
ら
市
内
に
居
住
し
て

お
ら
れ
る
高
令
者
を
対
象
に
、
老
人
福

祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
老
人
の
心
身

の
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
軽
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
の
で
き

る
資
格
は
、
魚
津
市
内
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
満
印
歳
以
上
で
健
康
な
方
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。

作
業
内
容
は
、
市
の
公
共
建
物
、
公

園
の
清
掃
お
よ
び
草
む
し
り
な
ど
で
、

作
業
の
実
施
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、
毎

年
5
月
か
ら
け
月
末
日
ま
で
の
う
ち
、

土
、
目
、
祝
日
、
雨
の
日
以
外
の
日
に

行
な
い
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
に
従
事
し
た
謝
机
は
、

1
日
8

0
0
円
で
、
一
週
間
ご
と
に
支
払
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
従
事
の
申
し
込
み
は
、
市
役
所

建
設
課
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
適
当

と
認
め
ら
れ
た
万
に
は
、
通
知
書
に
よ

り
と
案
内
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
く
わ

し
い
乙
と
は
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



48. 9.15 

地

震

の

ふ

得

ωす
ば
や
く
火
の
始
末

ωあ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
ず
、
ま

ず
丈
夫
な
家
具
な
ど
に
身
を
寄
せ
る

ω1分
過
ぎ
た
ら
ま
ず
安
心

ω火
が
出
た
ら
ま
す
消
火

ω避
難
は
徒
歩
で
、
持
物
は
最
小
限
に

刷
狭
い
路
地
、
へ
い
ぎ
わ
、
が
け
や
川

べ
り
に
近
寄
る
な

開
山
津
波
、
が
け
く
ず
れ
に
注
意

ω海
岸
で
は
津
波
、
低
地
で
は
浸
水
に

注
意
ω余
震
を
恐
れ
ず
デ
マ
に
迷
う
な

ω秩
序
を
守
り
、
衛
生
に
注
意

市

づおフ報

職

員

を

募

集

申

込

み

は

旬

月

5
日

ま

で

に

広第3極郵便物毘可

昭
和
刊
年
度
採
用
の
市
職
員
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

⑨
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務

(
上
級
)
男
子
約

4
名

一
般
事
務

(
初
級
)
男
子
約
3
名

公
害
担
当
技
術
(
中
級
)
男
子
1
名

⑨
受
験
資
格

・
上
級
昭
和
凶
年

4
月
2
日
か
ら
昭

和
幻
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者

で
昭
和
灯
年
3
月
か
ら
昭
和
刊
年
3

月
ま
で
に

4
年
制
大
学
を
卒
業
の
者

・
中
級
昭
和
お
年
4
月

2
日
か
ら
昭

和
泊
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者

で
昭
和
灯
年
3
月
か
ら
昭
和
刊
年
3

月
ま
で
に
短
期
大
学
以
上
を
卒
業
の

者
・
初
級
昭
和
初
年
4
月

2
日
か
ら
昭

和
引
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者

で
昭
和
特
年
3
月
か
ら
昭
和
刊
年
3

月
ま
で
に
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
の

者
⑨
試
験
期
日
昭
和
刊
年
間
月
引
日

⑨
訊

験

場

所

富
山
中
部
高
等
学
校

⑨
募
集
受
付
期
間
昭
和
特
年
9
月
お

日
か
ら
叩
月
5
日
ま
で

⑨
募
集
受
付
場
所
魚
津
市
総
務
部
総

務
課
職
員
係

(
電
話
辺
局
2
2
0
0

内
線

2
3
1〉
な
お
、
く
わ
し
い
こ

と
は
職
員
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

10月1日から i 

m快速列車が走りますぬ i 

国鉄では、10月ダイヤ改正で富山・糸魚川聞に快速列車

を運転し、特急白山号も 1往復増発され、魚津市民の足は

更に便利になりました。

住
宅
用
地
の
申
告
書

提
出
期
限
は
9
月
初
日
汐
・

(糸魚川〉(魚津)(富山〉

.快速列車時刻

(大阪〉

7:50(急)立山1号

21 :23(急)立山2号

13:55 

15: 11 

圃特急列車時刻

(愛称名)(魚津発)(上野着y(愛称名)(上野発)(魚津着〉
・白山 1号 8:15→13:52 ~ ・はくたか 8:08→13:22 

・白山2号 11: 15→1 G :52 ~ ・白山1号 9:34→15: 10 

・白山3号 14:16→19:52~ ・白山 2 号 11:34→17:09 

・はくたか 16:57→22:23:・白山3号 14:34→20:02

北電だより
・お休の時はテレビの差込

を必ず抜きましょう。

・最近のテレピはスイッチを入れる

とすぐ画面に絵がうつります。

そのためスイッチを切っても通電

されていますので、安全、経済の

ためにも必ず、外出、 寝る時、差

込を抜きましょう。

先
に
住
宅
所
有
者
に
つ
い
て
、
住
宅

用
地
申
告
書
を
配
布
し
て
あ
り
ま
す
が

申
告
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
わ
す
れ
な
い
よ
う
に

9
月
初
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
さ
れ
な

い
場
合
は
、
普
通
宅
地
と
し
て
課
税
さ

れ
、
特
例
に
該
当
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
(
特
例
と
は
、
そ
の

宅
地
は
住
居
専
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
宅
地
の
資
産

税
は

M
に
な
り
ま
す
。
)
ま
た
記
入
方

法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
認
印
持
参

の
う
え
税
務
課
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

係
員
が
記
入
い
た
し
ま
す
。

税

務

第
三
三
三
号

課

核議録審議除

編
集
発
行
人

13:07 

15:56 

12:44 

16:35 
魚

津

市

(新潟〉

(23:oo--→ 
5:52←一一一一一

(7:45→ ω → 11 :52 
15:40←一一一一 11:03+-一一 8:05 

(7:30一一→ 1川→ 15:04
20:45←一一一一一 16:01 *""ー 13:00

{ 1州~ 1凶→ 21:27 
20:49←-19:42←-16:25 

(魚津発)

4:52ー→ 8:24
0: 08 +-ー 20:45

(金沢〉(大阪)(愛称名)

-つる ぎ
(寝台)

-北越 1号

-北越3号

-北越2号

2 

繰
替
え
休
日
に
つ
い
て

9
月
お
日
の
秋
分
の
日
が
日
曜
に
当

り
ま
す
の
で
、

Mm
日
は
繰
替
え
休
日
と

な
り
、
市
役
所
業
務
は
休
み
と
な
り
ま

す。
八
日
躍
・
休
日
当
番
医

V

9
月
1
日
付
市
広
報
で
お
知
ら
せ
し

た
当
番
医
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

V
9
月
刊
け
日
日
(
昼
」本
江
浦
田
病
院

(
夜
)
江
口
魚
津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

V
初
日
日
(
昼
)
島
尻
片
貝
診
療
所

(
夜
)
火
の
宮
町
沢
口
内
斜
医
院

種
痘
申
し
込
み
期
日
の
訂
正

種
痘
の
申
し
込
み
は
、

9
月
別
日
・

幻
日
・
お
日
の
聞
に
各
注
射
会
場
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

印
刷
所

小

浜

印

刷

所


